
総務企画常任委員会所管事項調査報告書 
期 日 令和元年５月８日(水） 

訪問先 鹿児島県霧島市 

出席者 
神子 雅人 委員長、新井 啓司 副委員長 

渡辺 貞雄 委員、難波 達哉 委員、川口 仁 委員 

随行者 見上副主幹 

調査項目 KIRISHIMA みらいカフェについて 

調査内容 

霧島市は、第２次総合計画策定に向けた職員及び市民参画について、

交流・意見交換の場を設定し、その話し合いの場として、カフェテーブ

ルのような小テーブルに分かれ、度々メンバー交換をすることにより、

参加者全員が知識や考えを共有でき、多様な意見の創出が期待される

「ワールドカフェ」方式を活用した。職員ワールドカフェと市民を含ん

だ KIRISHIMA みらいカフェを開催し、 KIRISHIMA みらいカフェは霧島

市民及び市内通勤・通学の 73 人の参加があり、平均年齢は 37 歳であっ

た。参加者から出されたキーワードを細かく分析し、総合計画の文言に

反映した。 

また、平成 28 年度は KIRISHIMA みらいカフェ、29 年度は KIRISHIMA

みらいトークを開催し、総合計画策定後の 30 年度は KIRISHIMA みらい

会議として市民が自主的に開催し、自分たちがまちづくりの主体となる

意識の醸成が図られた。 

主な質疑 

Ｑ 参加者の具体的な要望等を市政に反映する取り組みは。 

Ａ 参加者からの声は担当課に伝え情報共有している。総合計画がスタ

ートするときに関連の計画もスタートしているので反映されている

と思うが、把握はしていない。 

Ｑ 申し込みのきっかけは、「知人からの紹介」「職場からの要請」が多

いが、理由は。 

Ａ 地方創生関係で連携協定を結んでいる企業、金融機関、大学等に直

接依頼した。参加予定者が、またその知り合いに声をかけるといった

形で広がっていった。 

Ｑ 地域性も考え実施したか。 

Ａ 考慮しなかったが、結果的に参加者が全くいない地区はなかった。

参加者がいない地区があった場合には、再考した。 

Ｑ 職員と市民の意見をまとめるに当たり、苦労はあったか。 

Ａ 職員と市民の意見に若干のずれはあったが、ほぼ同様であった。 



総務企画常任委員会所管事項調査報告書 
期 日 令和元年５月９日(木) 

訪問先 鹿児島県鹿児島市 

出席者 
神子 雅人 委員長、新井 啓司 副委員長 

渡辺 貞雄 委員、難波 達哉 委員、川口 仁 委員 

随行者 見上副主幹 

調査項目 選挙コンシェルジュ鹿児島について 

調査内容 

鹿児島市は、若い世代の選挙への関心を高め、投票率の向上につなげ

るため、若者による効果的な選挙啓発を行うため、選挙コンシェルジュ

を設置している。 

平成 27 年４月の鹿児島県議会選挙から、鹿児島大学内に期日前投票

所を設置したこともあり、鹿児島大学の学生に委嘱したのが始まりであ

る。 

平成 28 年度は、4月に鹿児島市議選、7月に参議選・県知事選、11月

に市長選があり、他大学や短大の学生、高校生にも拡大し、選挙時の啓

発ポスターの提案やテレビＣＭへの出演などを実施した。 

29 年度以降は、選挙時の啓発だけではなく、明るい選挙推進協会（以

下「明推協」という。）の実施する常時啓発活動（出前授業、若者への

投票参加の啓発）への協力を行っている。 

選挙コンシェルジュ鹿児島の活動により、高年齢層へ投票を呼びかけ

る効果もあると考えている。 

主な質疑 

Ｑ コンシェルジュがコアになり、各学校で啓発をした取り組みは。 

Ａ テーブルポップ（選挙日、期日前投票所一覧、投票所内でのマナー

五箇条等を記載した厚紙を三角柱にし、中に選挙公報を入れている。）

の置き場所等は自分たちで考え校内に置いている。今後は生徒会の活

動として広めることや自主的な啓発を期待している。 

Ｑ メディアへの発信は。 

Ａ 積極的に行っている。コンシェルジュを前面に出す取材を依頼して

いる。 

Ｑ 主権者教育が大切であると思うが、いかがか。 

Ａ 出前授業で選挙の必要性を説明しており、教育が重要であると考え

ている。これを踏まえ、若い人たちの取り組みとして選挙コンシェル

ジュ鹿児島の活動を行っている。また、明推協に小中学校校長会会長

も入っている。 


